
法華山谷川水系総合治水推進計画策定の背景と目的 

１．背景と目的 

（１） 兵庫県における総合治水条例 

近年、台風等による大雨や集中豪雨、局地的大雨が増え、河川や下水

道の整備といったこれまでの治水対策だけで被害を防ぐことは困難とな

ってきています。 

そのようななか、河川や下水道の整備に加え、雨水も貯め・もしくは

地下へ浸透させて流出を抑える「流域対策」、浸水被害が発生した場合で

も被害を小さくする「減災対策」を組み合わせた『総合治水』の推進が

重要となっています。 

そこで、兵庫県では、この『総合治水』を推進するため、「総合治水条

例」を制定し、平成 24年 4月 1 日より施行しています。 

 
（２） 法華山谷川水系総合治水推進計画の策定 

 平成 23 年 9 月の台風 12 号により、法華山谷川流域では甚大な浸水被害が発生しまし

た。これを受け、県は山陽電鉄橋梁から地蔵橋下流までの 13.3km の河川改修を実施、加

古川市・高砂市も間の川改修や下水対策等をそれぞれ進め、当面は床上浸水被害の解消

を目指します。しかし、河川下水道対策だけでは限界もあることから、流域の安全度を

さらに高めるため、雨水を一時的に貯める流域対策と被害を軽減する減災対策を組み合

わせた「総合治水」を推進することとしました。 

 この度、今後の総合治水対策を着実に推進するための「法華山谷川水系総合治水推進計

画（案）」がまとまりましたので、以下のとおり、法華山谷川流域の皆様からご意見・ご

提案を募集します。なお、流域外の方からのご意見も受け付けております。 

 また、頂いたご意見等については、「法華山谷川水系総合治水推進計画」を策定するに

あたっての参考とさせていただきますとともに、ご意見等の概要及びこれに対する県の

考え方を、最終決定した計画とともに発表させていただきます。 

 

 


